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 要  旨 
脳波をALS患者や手の使えない状態に使うことを目的としたBCIの研究が長年行
われてきた。これにはERP（事象関連電位）を応用したものやSSVEP（定常性視覚
誘発電位）を応用したものが考えられた。SSVEPとは繰り返し刺激を与えられた場
合に発生し、繰り返し刺激周波数に同期する定常性を持つ視覚誘発脳波である。
このSSVEPを利用し、点滅する光源に注目しているかを判別できる可能性が示され
ている。我々は、このSSVEPを利用したインタフェースへの応用を考え、CRTを用
いた光刺激の呈示によるコンピュータインタフェースの提案を行ってきた。 
先行研究においては、解析方法の観点からAR差分同期加算法などの解析方法の
提案がなされた。この手法によりディスプレイでも点滅の有無により高確率で差
が現れる事を突き止めインタフェース実現の可能性を示唆することができた。し
かし、特徴抽出において全ての被験者から同様の特徴を抽出できるわけではなく、
この手法のみで全ての被験者に対応する事ができないという問題があることがわ
かった。また、刺激の呈示方法の観点からは注視位置や色の異なる点滅刺激に対
する視覚誘発脳波特性の検討などがなされた。これにより注視位置については同
一画面上において点滅刺激を注視したかどうかの識別ができる可能性が示され、
色の違いについては白色の点滅と黄色の点滅を適宜使い分けることによって有効
な判定が得られる可能性が示された。 
本研究では、SSVEPの現れやすい呈示方法を検討するべく、先行研究において無
刺激状態の後に設定周波数にて点滅刺激を行っていたものに対し、設定周波数ま
で段階的に周波数を変化させていくという呈示方法を新たに提案した。これは無
刺激状態の直後に設定周波数の点滅刺激を与えた場合に比べ、SSVEPを起こしやす
くなるのではないかと考えたからである。そこで、今回提案する呈示方法を用い
ることにより脳波にどのような変化があるかを、ARモデルを用いたスペクトル推
定のパワー値変動によって議論し、インタフェースに用いた場合の有効性を考察
した。その結果、判定時間を5sと想定すると5Hz点滅や10Hz点滅を使用することに
より判定率が向上し、判定時間を短縮できる可能性が示された。 
そこで判定時間を5sと想定した条件で実験を行った場合、想定通りの結果が得
られるかどうか確かめるために実際に無刺激-20Hzと5Hz or 10Hz-20Hzについて実
験を行うことにした。 
その結果、刺激時間を短縮し、5Hz点滅や10Hz点滅を使用すると判定率が向上す
る被験者もいるが、平均的に見るとあまり変わらないという結果になった。また、
刺激時間を短縮することにより判定率を向上させる可能性があり、かつ判定に要
する時間を短縮することができた。そして、脳波入力インタフェースに応用する
ことを考えた場合、使用者の使いやすさを改良することができるようになると考
えられる。 
 
